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Le 1er mars 2021 
No.84 
 
  
 会員の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお喜び

申し上げます。会報84 号をお届けします。これからも理事

会の活動にご理解とご協力を賜りますようお願いいたしま

す。学会のインターネットサイトもご覧ください。

http://sjdf.org/ 
 
  Le Conseil d’administration tient à remercier chacun des 
membres de la SJDF pour leur soutien et leur participation sans faille 
à ses activités. 

Voici la livraison n  ̊84 du bulletin biannuel de la SJDF que vous 
pouvez également retrouver sur notre site à l’adresse suivante : 
http://sjdf.org/ 
 
 
■ 学界のなかでのフランス語教育学会の配置 

西山教行（会長） 
この三月で現在の会長，理事会の任期が終了する。3年間

の学会活動を支えてくださった、副会長、幹事長、理事各位

ならびに会員のみなさまに深謝いたします。また昨年3月よ

りコロナ禍のために学会活動に大きな困難が生じ、昨年6月
に予定していた国際大会を中止せざるを得なくなったこと

を遺憾に思う。 

昨年は政府の介入により、日本学術会議の新会員が任命さ

れないとの事態が生じ、これに対して本学会も抗議の声を上

げ、一刻も早く新会員が任命されるよう求めてきた。この一

連の騒動の中で、日本学術会議の会員の選出について、さま

ざまな意見が出された。 

日本学術会議ではcooptation と呼ばれる現会員による新

会員の任命というシステムを採用しており、これは本学会に

も間接的ながら影響を及ぼしていると思う。私見では、これ

まで本学会より日本学術会議に選出された会員はいない。隣

接分野の学協会からは複数名の研究者が選出されているに

もかかわらず、なぜ本学会からは会員が選出されないのだろ

うか。これをフランス語教育の社会的学問的地位との関連か

ら考え、フランス語教育の社会的地位を明らかにしたい。 

アカデミアでは、理論は尊く、実践は卑俗だとの表象が支

配的である。これはフランス語教育の内部だけではなく、わ

れわれの学会を取り巻く学界においても無縁ではない。ここ

で私は事実関係を議論するつもりはない。あくまでも表象を

論じるにすぎないことをあらかじめお断りしたい。ブルデュ

ーの看破したように、アカデミアが支配と被支配の関係のう

えに成立しているならば、フランス語教育は学界の中で被支

配の地位にあり、言語学や文学の象徴的支配を受け続けてい

る。実際のところ、フランスのアカデミアを見ると、フラン

ス語教育は日本よりもいっそう明示的、制度的に被支配的地

位にある。 

フランスで大学教員になるには原則として博士号を取得

した後に、国立大学評議会 Conseil national des universités の
専門部会の審査を受けなければならず、そこでの承認を得て、

各大学の実施する公募に応募することができる。評議会の専

門部会は候補者の業績を審査するが、専門部会のなかにFLE
の専門部会は存在しない。そこでは言語科学や教育学の研究

者がFLEの研究者を審査しており、これはFLEが象徴的に支

配されている地位にあることを伝えている。ところが大学の

現状を見ると、言語科学とFLEの関係はそれほど明快ではな

く、そこには一種のねじれがある。フランスでは言語科学を

専攻する学生が激減し、留学生が言語科学講座の維持に貢献

している。言語学が学生の人気を失いつつあることは困難な

就職事情に結びついており、言語科学が教員養成コースのな

かで必修でなくなったこともこの分野の需要がなくなった

ことに関連しているようだ。その一方で、FLEの講座は数年

前よりフランス人学生の人気を集め、そのため言語科学のポ

ストを流用してFLEの教員は増加しつつある。FLEは昨今の

コロナ禍で苦戦しているものの、国外でのフランス語教育に

加えて、国内では成人移民へのフランス語教育が制度化され

たことから、就職事情が好転し、フランス人学生の人気を集

めているのである。このような社会的情勢にもかかわらず、

FLEの研究者の業績は依然として言語科学の専門家が審査

しており、彼らはFLEの実践研究の価値や意義を十分に評価

できるとの立場を崩さない。学界ではこのようにフランス語

教育をめぐって依然として支配と被支配の関係が認められ

る。 

このような関係性を解消し、FLEが学問的、制度的に自律

性を獲得し、それが学界に承認されるには、上位にある組織

の委員が専門部会の設置に合意をしなければならず、容易で

はない。 

日本を見ると日本学術会議の専門部会に外国語教育は存

在せず、「言語・文学」が関連分野として存在しており、こ

れはフランスの学界事情に類似している。日本学術会議には

採用人事に関わる審査権などは一切ないことから、この組織

が大学などの人事を通じて日本における学問分野の配置に

直接に介入することはないだろう。とはいえ、学界や社会構

造を見ると、外国語教育が被支配の地位にあることに変わり

はない。 
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ではフランス語教育は学問上の自律性を獲得することが

できないのだろうか。かつて言語学者のJean-Claude Chevalier
は、学問分野が自律性を獲得するには学術雑誌と学説史の構

築が不可欠であると語っていた。幸いなことに、SJDFでは国

際社会にも誇るべき学術雑誌を刊行しており、日本における

フランス語教育学の学説史研究も徐々にではあるが、着実に

進んでいる。 

われわれには学問分野としての自律を追求し、教育研究を

通じて関連分野との緊密な連携のもとに、与えられた道を切

り開いていくことが求められている。 

 
 

2020 年度研究集会開催の報告 

Informations sur la Journée d’étude 2020 
 
2020年10月31日（土）、2020年度研究集会がオンライン

で開催され、およそ 50 名の参加者があった。5件の研究発

表（3件がフランス語、2件が日本語）があり、それぞれの

発表の間に賛助会員による出版物やフランス語スタージュ

の紹介がなされた。 

 
Le samedi 31 octobre 2020 a eu lieu la Journée d’étude 2020 qui a réuni 

environ 50 participants. Ces derniers ont pu assister à 5 communications 
portant sur des travaux de recherche, 3 en français et 2 en japonais. Outre  ces 
communications, nous avons eu la chance d’écouter des présentations 
données par des membres bienfaiteurs portant sur leurs publications et sur le 
stage de français. 

 
 

総会のお知らせ 

Informations sur l’Assemblée générale 
 
議長：クーロン・ダヴィド（南山大学） 

Président de séance : M. COURRON David 
 
○審議事項 Sujets de discussion 
１） 2019 年度活動報告  

Rapport d’activités pour l’année 2019 
２） 2019 年度決算報告  

Bilan financier pour l’année 2019 
３） 2019 年度会計監査報告  

Rapport du commissaire aux comptes pour l’année 2019 
４） 2020 年度活動⽅針  

Programme d’activités pour l’année 2020 
５） 2020 年度予算案  

Budget prévisionnel pour l’année 2020 
６） 2020 年度監査役の選出  

Élection des commissaires aux comptes pour l’année 2020 
７） 会則第5 章17 条の改正について  

Révision des statuts de la SJDF (Article 17, Chapitre 5)  
 
○報告事項 Informations 
１） 2019 年度SJDF 賞の受賞者  

Annonce du nom des lauréats du Prix de la SJDF 2019 
２） SJDF の新しい顧問について  

Nouvelle conseillère de la SJDF 
３） 国内 スタージュ収⽀報告  

Bilan financier du stage de mars 
４） フランス語教授法研究会運営委員会の活動報告 

Rapport d’activités du Comité d’organisation de la Journée 
pédagogique de la langue française 

５） フランコフォニー委員会の活動報告  
Rapport d’activités du Comité de la francophonie 

６） 学会誌編集委員会の活動報告  
Rapport d’activités du Comité de rédaction de la RJDF 

７） 2020 年度幹事⻑について  
Secrétaire général pour l’année 2020 

８） 2021 年度⼤会開催⽇・会場  
Lieu et date du congrès 2021 

９） その他 Divers 
 
 

会長ならびに理事選挙のお知らせ 

会長ならびに理事立候補受付について 

Annonce de l’élection du Président et des membres du 
Conseil d’administration 

 
会則にもとづき、2021年3月19日（金）～ 21日（日）に、

会長ならびに理事（任期2021年－2023年）の選挙を行ない

ます。 

 
■オンライン投票について 

投票は、オンラインで実施します。投票用紙による投票は行

いませんので、ご注意ください。つきましては、会員情報の

新規提供がお済みでない方は、以下のフォームより至急ご入

力ください。 

会員情報入力フォーム：https://inscription.sjdf.org/ 
 
■選挙日程について 

選挙の日程は、以下の通りとなります。 

・会長および理事立候補の受付締め切り：2021年2月21
日（日） 

・選挙公示：3月1日（月） 
・オンライン投票実施日：3月19日（金）～ 21日（日） 
・開票と集計：3月22日（月） 
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（会長選挙は、1回目の投票で有効投票数の過半数を得た者

がいない場合には、上位2名による決選投票を行ないます） 

 

票開始日前日に登録アドレスに連絡メールが届かない場合

は、お手数ですが、選挙管理委員長までご連絡ください。 

 

SJDF選挙管理委員長：野澤 督

（comite_electoral_2020@sjdf.org） 
 
Conformément à ses statuts, la SJDF organise l’élection de son 
président et des membres du conseil d’administration (mandat 2021-
2023) du vendredi 19 au dimanche 21 mars 2021. 
 
À propos du scrutin en ligne 
Les élections auront lieu entièrement en ligne. Dans ce but, nous 
prions les membres qui n’ont pas encore actualisé leurs informations 
personnelles de bien vouloir le faire à partir de la page web suivante : 
https://inscription.sjdf.org/ 
 
Calendrier électoral 
Les élections auront lieu selon le calendrier prévisionnel suivant.  

・ Date limite pour le dépôt des candidatures : 21 février 2021 
・ Annonce officielle du scrutin : 1er mars 
・ Scrutin : 19, 20 et 21 mars 
・ Dépouillement : lundi 22 mars 

(Pour l’élection du président, un second tour aura lieu entre les deux 
candidats les mieux placés si aucun candidat n’obtient la majorité 
absolue des bulletins valides à l’issu du scrutin.) 
 
Si vous ne recevez aucune information avant le 18 mars, veuillez 
contacter le comité électoral par courriel à l’adresse ci-dessous. 
 
Le président du Comité électoral de la SJDF : NOZAWA Atsushi 
（comite_electoral_2020@sjdf.org） 
 
 

オンライン講演会のお知らせ 
Informations sur une conférence en ligne 

 
3月9日（火）18時～19時30分にOser les classes inversées 

en classe de FLE/Sと題するオンライン講演会を開催予定です。

講演者は、La classe inversée (Clé international, 2019)を執筆した

FIPF 副会長のCynthia Eid氏とPhilippe LIRIA氏。講演会へ

の参加については、Google Forms上でご登録をお願いいたし

ます。講演会前日にZoom招待をお送りいたします。 

 
登録フォーム：https://forms.gle/Hx4HB58JEKS9Wvs89 
 

Le 9 mars, de 18h à 19h30, aura lieu une conférence en ligne intitulée « Oser 
les classes inversées en classe de FLE/S ». Les conférenciers, Mme Cynthia 
EID (vice-présidente de la FIPF) et M. Philippe LIRIA, sont co-auteurs de 

l’ouvrage La classe inversée (Clé international, 2019). Si vous désirez assister 
à leur conférence, veuillez vous inscrire sur Google Forms. Nous vous 
enverrons l’invitation Zoom la veille de la conférence. 
 
Formulaire d’inscription : https://forms.gle/Hx4HB58JEKS9Wvs89 
 

SJDF 奨励賞のお知らせ 
Informations sur le Prix de la SJDF 

 
2020年度SJDF奨励賞の結果は次号に掲載します。 
 

Les lauréats du Prix de la SJDF 2020 seront dans le prochain 
bulletin (No. 85). 
 
 

学会運営についてのお知らせ 

Informations sur le fonctionnement de la Société 
 
■学会運営 Organisation de la société 
現会員数：2020 年 12 月 31 日現在、本学会は 402 名の会

員を有する（個人会員：379、団体会員：5、賛助会員：18）。
なお、2019年の本学会の総会員数は437名。 

 

Au 31 décembre 2020, notre société comptait 402membres (379 
adhérents individuels, 5 personnes morales et 18 membres 
bienfaiteurs), contre 437 en 2019. 
 
■学会からのお願い Informations pratiques  
 
◇ 会費納入のお願い Appel à cotisation  
 2020 年度の会費納入がお済みでない方は下記の学会口座

にお振り込みいただき、お早めにご納入くださいますようご

協力のほどお願い申し上げます。 

 

[郵便振替：青枠の払込取扱票をご利用ください]  

口座番号 00120-9-153060 日本フランス語教育学会 

 

[三菱UFJ銀行] 渋谷支店（店番:135）普通0696222 
ニホンフランスゴキョウイクガッカイニシヤマノリユキ 

 
＊会費は次のとおりです。 

 通常会員A（専任教員の方）: 8,000円 

 通常会員B（専任教員でない方）: 6,000円 

 学生会員（大学院もしくは大学学部または短期大学に在

籍している方）: 4,000円 

 

Le secrétaire général invite celles et ceux qui n’ont pas encore 
réglé leur cotisation annuelle pour l’année 2020 à le faire rapidement. 
 
Numéro de compte (Banque postale : avec la fiche bleue de la poste) : 
00120-9-153060 à l’ordre de Nihon Furansugo Kyoiku Gakkai 
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ou 
Banque : Mitsubishi UFJ 
Domicilation : Shibuya (135)    
Compte : Futsu 0696222 
Titulaire du compte : Nihon Furansugo Kyoiku Gakkai Nishiyama  
Noriyuki 
 
* Membre ordinaire A (individuel, enseignant titulaire) : 8,000 yens 
Membre ordinaire B (individuel, enseignant non-titulaire) : 6,000 yens 
Membre étudiant : 4,000 yens 
 

◇ 会員情報の変更連絡・新規提供のお願い Appel à 
actualisation des informations personnelles 
 

会員情報の変更がある方、新規の情報の提供がお済みで

ない方は、以下のフォームよりご入力ください。  
 
Nous prions les personnes qui n’ont pas encore actualisé leurs 

informations personnelles de bien vouloir le faire à partir de la page 
web suivante : 

 
会員情報入力フォーム：Adresse : https://inscription.sjdf.org/ 
Nous vous en remercions par avance. 
 
 
◇ 委員会・大会運営参加のお願い  Appel à participation à 

l’organisation des Congrès et aux activités des comités 
 
6つの委員会（学会誌編集委員会、教員養成委員会、初中

等教育委員会、フランコフォニー委員会、広報委員会、大会

企画実行委員会）では、委員会活動に参加してくださる方を

募集しております。また、大会の運営にご協力いただける方

も歓迎しております。会員の皆様のご参加お待ちしておりま

す。 
 
Les six comités (rédaction de la revue de la Société, formation 

initiale et continue, enseignement primaire et secondaire, 
francophonie, relations publiques et information, conception et 
organisation des congrès) invitent tous les membres désirant 
s’impliquer dans les activités de l’un d’entre eux à poser leur 
candidature auprès du secrétaire général. Toute participation à la 
préparation des Congrès est également la bienvenue. 

 
なお会員はどなたでも理事会議事録を閲覧することがで

きます。御希望の方は事務局までお申し出下さい。 
 
Tout membre peut consulter les comptes rendus du conseil 

d’administration sur simple demande au secrétariat.  
 
◇ 各種のご連絡・お問い合わせは下記の事務局まで  
SJDF事務局, 〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿3-9-25 日仏 

会館505.  Tél : 03-3444-3228.  SJDF HP : http://sjdf.org/ 

Toute correspondance doit être adressée à : Secrétariat de la SJDF, 
c/o Maison Franco-Japonaise, 3-9-25 Ebisu, Shibuya-ku, Tokyo 
150-0013, JAPON. Tél : 03-3444-3228. Site de la SJDF : 
http://sjdf.org/ 

 
 

研究会等のお知らせ 

Informations sur les différentes activités pédagogiques 
 
■第 3 回フランス語教授法研究会 3e Journée pédagogique 

de la langue française  
 

第3回フランス語教授法研究会が、2020年12月13日13
時半～19 時、日本フランス語教育学会とアンスティチュ日

本が主催し、APEF が後援する中、オンラインにおいて開催

された。獨協大学フランス語教授法研究会の精神を継続する

中、仏語8、日本語3、両言語3の合計14のアトリエが行わ

れ、50人超の参加者を集めた。 

 研究会を締めくくる懇親会では、参加した日本のフランス

語教育関係者が情報交換をしながら絆を深めた。 

 

Organisée conjointement par la Société japonaise de didactique du 
français et l’Institut français du Japon avec le soutien de l’APEF, la 
3e Journée pédagogique de la langue française a eu lieu le dimanche 
13 décembre 2020 de 13h30 à 19h en ligne. En continuité avec 
l’esprit de la Journée pédagogique de l’Université Dokkyo, elle a 
proposé 14 ateliers et présentations : 8 en français, 3 en japonais et 3 
bilingues. Elle a réuni plus de cinquante participants. 

Elle s’est close par une petite soirée en ligne qui a permis à chacun 
d’échanger et de réaffirmer nos liens au sein de la communauté 
éducative francophone du Japon. 
 

 

■関西フランス語教育研究会  Rencontres Pédagogiques du  
 Kansaï 
 

第35回関西フランス語教育研究会（ランコントル）は2021
年3月27日（土）、28日（日）の両日にわたりオンライン

（Zoom）にて開催されます。共通テーマは「オンラインで

行う外国語教育 L’enseignement en ligne des langues étrangères」、
「フランス語教育における芸術活動と創造性 Créativité et 
créations artistiques dans l’enseignement du FLE」の２つです。

参加費は無料ですが、参加には事前登録が必要となります。

詳細はホームページhttp://www.rpkansai.comをご覧ください。

また、下記 Facebookページ、月例会ブログでも研究会の情

報を発信しています。 

Les 35èmes RENCONTRES PÉDAGOGIQUES DU KANSAI 
auront lieu les samedi 27 et dimanche 28 mars 2021, en ligne (sur 
Zoom). Les deux grands thèmes pour ces Rencontres 2021 sont : 
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« L’enseignement en ligne des langues étrangères » et « Créativité et 
créations artistiques dans l’enseignement du FLE ». La participation 
est gratuite, mais il faut s’inscrire en ligne 
(http://www.rpkansai.com) pour assister aux ateliers, à la table ronde 
et à la conférence. Pour en savoir plus sur les RPK, consultez aussi notre 
page Facebook (https://www.facebook.com/RencontresKansai) et le 
blog des RPK mensuelles (http://rpmensuels.blog.fc2.com). 

■Péka（Pédagogie を考える会） 

 

Pédagogie を考える会（Péka）は、言語教育に関心のある

人々が集まり、さまざまな意見や体験を自由に交換する場と

して、1990年に発足しました。 

年6回、第2もしくは第3土曜日の午後に例会を開催し、

フランス語教育をはじめとした言語教育一般に関わる話題

のみならず、教育現場で遭遇する具体的な問題などを広く扱

っています。年間テーマに関連するトピックが例会ごとに設

定され、教育実践報告や参加者全員による議論を通して、

種々の話題への理解を深めています。  

また、論集Études didactiques du FLE au Japon（EDFJ）を毎
年5月に刊行するとともに、例会毎の案内と報告を記載した

ニューズレターも発行しています。詳しくはHP（http://peka-
web.sakura.ne.jp/）をご覧ください。  

今後の例会開催は、2021年4月17日、6月19日、9月18
日、10 月16 日、12 月18 日、2022 年2 月19 日を予定して

いますが、変更の可能性もあります。ニューズレターでご確

認ください。 

なお、2020 年度の例会は Zoom を用いて開催しました。

当初は年間テーマに「教科書をよく知ろう」を予定しており

ましたが、緊急の課題となったオンライン授業の工夫をめぐ

り意見交換をおこないました。2021 年度の例会開催方法と

テーマについても、近日HPとニューズレターでご案内しま

す。 

最後に、Péka は個人の資格や経験などを問わない自由な

集まりで、ボランティアやカンパにより運営されています｡

登録や会費はありません（オンライン例会の場合は申し込み

をお願いしています）。 

皆様のご参加をお待ちしております。  

 

 

各種委員会からのお知らせ 

Informations de la part des comités de la SJDF 
 
■学会誌編集委員会からのお知らせ Comité de rédaction de 

la RJDF 
 
学会誌編集委員会では、現在2021年11月の刊行をめざし

て第16号の編集を始めました。また、第15号は2020年12
月に刊行され、2021年2月中に J-STAGE上でも公開されま

す（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/rjdf/）。  

また第 17 号（2022 年 11 月刊行予定）の原稿（論文、研究

ノート、実践報告）の締め切りは2021 年 11 月30 日です。

会員の皆様からの投稿をお待ちしています。詳細については

以下の学会サイトをご覧ください。 

https://sjdf.org/publications/appel-contributions 

Le comité de rédaction a commencé l’édition du numéro 16 de la 
Revue japonaise de didactique du français, dont la publication est 
prévue pour novembre 2021. Le numéro 15 a été publié en décembre 
2020 et il est disponible en ligne sur J-STAGE depuis le mois de 
février 2021 (https://www.jstage.jst.go.jp/browse/rjdf/).  
Par ailleurs, ceux qui souhaitent apporter leur contribution (articles, 
notes de recherche et comptes rendus d’expériences pédagogiques) 
pour le numéro 17 (publication prévue en novembre 2022) sont priés 
de nous faire parvenir le texte complet avant le 30 novembre 2021. 
Nous comptons beaucoup sur votre collaboration. Pour plus d’

informations, merci de consulter notre site : 
https://sjdf.org/publications/appel-contributions 

 
■教員養成委員会からのお知らせ Comité de la formation 

initiale et continue 
 

日本フランス語教育学会、日本フランス語フランス文学会、

在日フランス大使館が毎年3月に共催する2021年フランス

語教育国内スタージュ(Stage de mars)がオンライン開催にて

実施されます。2021 年の日程は 3 月 18 日（木）から 21 日

（日）の4 日間となっております。今年もPierre-Yves Roux
氏（CIEP）を招聘し、FLEの基礎を学ぶためのアトリエを担

当いただきます。研修プログラムは3月中旬に学会HPに掲

載する予定ですのでぜひご覧ください。 

 

 
■初中等教育委員会よりの報告とお知らせ  Comité de 

l’enseignement primaire et secondaire  
 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、東日本、西日

本ともにアンスティチュ・フランセと共催の高校生フランス

語スケッチ・コンクールは、スケッチが生徒同士の身体的接

触を伴うものであることから中止となった。 

一方、2021年2月13日（土）には、新型コロナウイルス

感染対策を万全にしたうえで、西日本高校生フランス語暗唱

コンクールがアサンプション国際中学校高等学校とアンス

ティチュ・フランセ関西―大阪との三者共催で、在京ジュー

ル・イルマン総領事をお迎えし、アサンプション国際中学校

高等学校において開催（8校 18 名参加）された。東日本高

校生フランス語暗唱コンクールに関しては、アンスティチ

ュ・フランセ横浜、慶応義塾大学湘南藤沢キャンパスとの共

催でビデオ審査という形式でコンクールを実施する。これら

のコンクールには、毎年、最優秀賞として大使館賞、続いて

Institut Français賞、SJDF賞、審査員特別賞、奨励賞などの

多くの賞が用意され、出場者全員に参加証明書と参加賞が贈

られる。APEF、DELF 試験管理センター、出版社各社から

様々な賞品をご協賛いただき、心より感謝申し上げる。 
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日仏高校ネットワークCOLIBRIが例年フランス本土およ

びニューカレドニアと実施している短期交換留学は、新型コ

ロナウイルス（COVID-19）感染拡大の影響を受けて中止さ

れた。2021 年 1 月 6 日（月）には、フランス大使館マクサ

ンス・ロバン氏、フランス側コリブリ会長ミリアム・ドレゼ

ン氏、ニューカレドニア共同代表フランソワーズ・フュルュ

エア氏、ミレイユ・ファム氏参加のもと、2020 年度総会が

ZOOMにて開催された。 

 

 

■フランコフォニー委員会からのお知らせ  Comité de la 
francophonie  
 

第12回「フランコフォニーを発見しよう」が、日本フラ

ンス語教育学会、日本におけるフランコフォニー推進会議の

主催により、2020年12月12日（土）13時30分～18時30
分にZoom上で開催されました。 

Stéphane Martin 在日フランス大使館文化参事官／アンス

ティチュ・フランセ日本代表、Roxane de Bilderling日本にお

けるフランコフォニー推進会議議長／駐日ベルギー大使の

ビデオによる開会の辞に続き、外務省領事局ハーグ条約室首

席事務官西森美佳氏より「外交におけるフランス語の役割」

についての講演をいただきました。 

その後、フランコフォニーに関する恒例のクイズ、ルポル

タージュが発表されました。クイズには伊奈学園総合高校、

お茶の水女子大学、上智大学、筑波大学、東京大学、明治学

院大学、La 古民家フランセーズフランス語教室、ルポルタ

ージュにはアサンプション国際中学校高等学校、カリタス女

子中学高等学校、共立女子大学、慶應義塾大学、大東文化大

学、東京大学のグループが出演しました。 

最後に、授賞式・懇親会が開催され、後援団体（アンステ

ィチュ・フランセ日本、フランス語教育振興協会、ベルギー

大使館、ベルギー王国フランス語共同体政府国際交流振興庁、

出版社等8社、フラン・パルレ、TV5 MONDE）からの賞が

授与されました。 

 

Le samedi 12 décembre 2020, la 12e Journée de découverte de la 
francophonie, organisée par la SJDF et le Conseil pour la promotion 
de la francophonie au Japon s’est déroulée de 13h30 à 18h30 sur 
Zoom.  

Après le message vidéo de M. Stéphane Martin, conseiller culturel 
de l’Ambassade de France au Japon et directeur de l’Institut français 
du Japon, ainsi que celui de S.E. Mme Roxane de Bilderlin, 
présidente du Conseil pour la promotion de la francophonie au Japon 
et ambassadeur de Belgique au Japon, les participants ont pu écouter 
une conférence de Mme Mika Nishimori du Ministère des Affaires 
Étrangères qui a présenté « Le rôle du français dans la diplomatie ». 

La Journée s’est poursuivie avec les traditionnels quiz et 
reportages sur la francophonie. Des groupes du Lycée Inagakuen, de 
l’Université d’Ochanomizu, de l’Université Sophia, de l’Université 
de Tsukuba, de l’Université de Tokyo, de l’Université Meijigakuin 

et de La Kominka française ont proposé des quiz et ceux du Lycée 
de l’Assomption Kokusai, du Lycée Caritas, de l’Université de 
jeunes filles Kyoritsu, de l’Université Keio, de l’Université 
Daitobunka et de l’Université de Tokyo ont présenté leur reportage.  

L’après-midi s’est terminé par une réception virtuelle et la remise 
des prix aux groupes d’étudiants lauréats (prix de l’Institut français 
du Japon, prix de l’APEF, prix de l’Ambassade de Belgique, prix de 
WBI, prix des éditeurs, prix de Franc-parler, prix de TV5MONDE). 
 


